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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と合わせて組成物を調製し；そして
前記組成物からキャストフィルムを作製することを含んでなり、かつ、メタロセン触媒ポ
リプロピレンがホモポリマーであり、前記核剤が２，２’－メチレン－ビス－（４，６－
ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウムを含むか；あるいは化学構造：

【化１】

を有する、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と合わせることが、メタロセン触媒
ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と溶融配合することを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
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組成物からのキャストフィルムの作製が、組成物を溶融状態で１個もしくはそれより多い
オリフィスを有するスロット又はダイを介して押出すことを含み、ここで溶融状態におけ
る組成物を溶融プラークとしてスロット又はダイを介して出し、チルローラー上に取り上
げながら一軸延伸し、冷却してキャストフィルムを作製する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
メタロセン触媒ポリプロピレンが組成物の合計重量に基づいて８０重量パーセント～９９
．９重量パーセントの範囲の量で組成物中に存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
核剤が、カルボン酸塩、タルク、シリカ、酸化亜鉛、ホスフェート、金属性シリケート水
和物、ジベンジリデンソルビトールの有機誘導体、ソルビトールアセタール、有機ホスフ
ェート塩あるいはそれらの組み合わせを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
核剤が、組成物の合計重量に基づいて０．０５重量パーセント～１０重量パーセントの範
囲の量で組成物中に存在する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
スリップ剤が、ステアレート、ステアラミド、オレアミド、ベヘナミド、エルカミド又は
それらの組み合わせを含む、請求項１の方法。
【請求項８】
スリップ剤がシス－１３－ドコセノアミドを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
スリップ剤が、組成物の合計重量に基づいて０．０５重量パーセント～１０重量パーセン
トの範囲の量で組成物中に存在する、請求項１の方法。
【請求項１０】
キャストフィルム中におけるスリップ剤のスリップブルーム速度を向上させるため、なら
びにキャストフィルムの摩擦係数を低下させるための方法であって、
　メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と合わせて組成物を調製し；
　組成物からキャストフィルムを作製する
ことを含んでなり；
　ここでスリップ剤は、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキャ
ストフィルム中でスリップ剤が示すスリップブルーム速度より向上したスリップブルーム
速度をキャストフィルム中で示し；且つ
　キャストフィルムは、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキャ
ストフィルムの摩擦係数より６０％以上低い摩擦係数を示し、かつ、メタロセン触媒ポリ
プロピレンがホモポリマーであり、前記核剤が２，２’－メチレン－ビス－（４，６－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウムを含むか；あるいは化学構造：
【化１】

を有する、ことを特徴とする
方法。
【請求項１１】
メタロセン触媒ポリプロピレン；
スリップ剤；及び核剤
を含んでなり、かつ、メタロセン触媒ポリプロピレンがホモポリマーであり、前記核剤が
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２，２’－メチレン－ビス－（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウ
ムを含むか；あるいは化学構造：
【化１】

を有する、ことを特徴とするキャストフィルム。
【請求項１２】
メタロセン触媒ポリプロピレンが、キャストフィルムの合計重量に基づいて８０重量パー
セント～９９．９重量パーセントの範囲の量でキャストフィルム中に存在する、請求項１
１に記載のキャストフィルム。
【請求項１３】
核剤が、カルボン酸塩、タルク、シリカ、酸化亜鉛、ホスフェート、金属性シリケート水
和物、ジベンジリデンソルビトールの有機誘導体、ソルビトールアセタール、有機ホスフ
ェート塩あるいはそれらの組み合わせを含む請求項１１に記載のキャストフィルム。
【請求項１４】
核剤が、キャストフィルムの合計重量に基づいて０．０５重量パーセント～１０重量パー
セントの範囲の量でキャストフィルム中に存在する、請求項１１に記載のキャストフィル
ム。
【請求項１５】
スリップ剤が、ステアレート、ステアラミド、オレアミド、ベヘナミド、エルカミド又は
それらの組み合わせを含む、請求項１１に記載のキャストフィルム。
【請求項１６】
スリップ剤がシス－１３－ドコセノアミドを含む、請求項１１に記載のキャストフィルム
。
【請求項１７】
スリップ剤が、キャストフィルムの合計重量に基づいて０．０５重量パーセント～１０重
量パーセントの範囲の量でキャストフィルム中に存在する、請求項１１に記載のキャスト
フィルム。
【請求項１８】
キャストフィルムが１．０より低い摩擦係数を示す、請求項１３のキャストフィルム。
【請求項１９】
　メタロセン触媒ポリプロピレン；
　スリップ剤；　核剤
を含んでなり、
　ここでスリップ剤は、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキャ
ストフィルム中でスリップ剤が示すスリップブルーム速度より向上したスリップブルーム
速度をキャストフィルム中で示し；且つ
　キャストフィルムは、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキャ
ストフィルムの摩擦係数より６０％以上低い摩擦係数を示し、かつ、メタロセン触媒ポリ
プロピレンがホモポリマーであり、前記核剤が２，２’－メチレン－ビス－（４，６－ジ
－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウムを含むか；あるいは化学構造：
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【化１】

を有する、ことを特徴とするキャストフィルム。                            
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願へのクロスリファレンス
　本出願は、２０１５年１１月５日に申請された米国特許出願第１４／９３３，０２６号
明細書からの優先権を主張し、その特許出願の記載事項の全体は引用することにより本明
細書の内容となる。
【０００２】
分野
　本開示の態様は一般的にポリプロピレンのキャストフィルムに関する。さらに特定的に
、態様は核生成メタロセン触媒ポリプロピレンのキャストフィルムに関する。
【背景技術】
【０００３】
背景
　キャストフィルムを含む多様な完成物品を作製するために、多様な製品が種々の製造方
法でポリオレフィン材料を使用している。キャストフィルムは、典型的には商業目的の種
々の製品のラッピング又は包装において用いられる。多くの他のものの中でも包装、延伸
フィルム（ｓｔｒｅｔｃｈ　ｆｉｌｍ）、おむつの裏材料、ラベル、剥離ライナー、おも
ちゃ、ゲーム、スポーツ用品、医療機器及び食品容器のような多くの型の用途においてキ
ャストフィルムを用いることができる。
【０００４】
　最終的なフィルムの摩擦係数を改変するために、キャストフィルムの製造においてスリ
ップ剤（ｓｌｉｐ　ａｇｅｎｔｓ）を用いることができる。典型的には、メタロセン触媒
ポリプロピレンを用いて製造されるキャストフィルムは、キャストフィルムが同じ型及び
量のスリップ剤を含有する時を含んで、チーグラー－ナッタ（Ｚｉｅｇｌｅｒ－Ｎａｔｔ
ａ）触媒ポリプロピレンを用いて製造されるキャストフィルムより高い摩擦係数を示す。
【発明の概要】
【０００５】
概略
　本開示はある方法を提供する。その方法は、メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤（ｎ
ｕｃｌｅａｔｏｒ）及びスリップ剤と合わせて組成物を調製することを含む。その方法は
、組成物からキャストフィルムを作製することを含む。
【０００６】
　本開示は、キャストフィルムにおけるスリップ剤のスリップブルーム速度（ｓｌｉｐ　
ｂｌｏｏｍ　ｒａｔｅ）を向上させるため、ならびにキャストフィルムの摩擦係数を低下
させるための方法を提供する。方法は、メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤及びスリッ
プ剤と合わせて組成物を調製することを含む。方法は、組成物からキャストフィルムを作
製することを含む。スリップ剤は、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点で
は同じキャストフィルム中でスリップ剤が示すスリップブルーム速度より向上したスリッ
プブルーム速度をキャストフィルム中で示す。キャストフィルムは、キャストフィルム中
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に核剤が存在しないが、他の点では同じキャストフィルムの摩擦係数より低い摩擦係数を
示す。
【０００７】
　本開示はキャストフィルムを提供する。キャストフィルムはメタロセン触媒ポリプロピ
レン、スリップ剤及び核剤を含む。
【０００８】
　本開示はキャストフィルムを提供する。キャストフィルムはメタロセン触媒ポリプロピ
レン、スリップ剤及び核剤を含む。スリップ剤は、キャストフィルム中に核剤が存在しな
いが、他の点では同じキャストフィルム中でスリップ剤が示すスリップブルーム速度より
向上したスリップブルーム速度をキャストフィルム中で示す。キャストフィルムは、キャ
ストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキャストフィルムの摩擦係数より
低い摩擦係数を示す。
【０００９】
図面の簡単な記述
　付随する図と一緒に読むと、以下の詳細な記述から本開示を理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例に従う摩擦係数対時間のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
詳細な記述
　ここで詳細な記述を提供する。以下の開示は特定の態様、変形及び実施例を含むが、開
示はこれらの態様、変形又は実施例に制限されず、これらの態様、変形又は実施例は、本
出願中の情報が利用可能な情報及び技術と組み合わされた時に、当該技術分野における通
常の熟練者が開示を作り且つ利用できるようにするために含まれる。
【００１２】
　本明細書で用いられる種々の用語を下記に示す。請求項中で用いられる用語が下記で定
義されない限りにおいては、印刷出版物及び発行された特許において反映される通り、そ
れは関連する技術分野における熟練者がその用語に与えてきた最も広範囲の定義を与えら
れるべきである。さらに、他のように特定されなければ、本明細書に記載されるすべての
化合物は置換されているか又は置換されていないことができ、化合物のリストはその誘導
体を含む。
【００１３】
　さらに種々の範囲及び／又は数量的限界が下記で明らかに記載され得る。他にことわら
なければ、末端（ｅｎｄｐｏｉｎｔｓ）は互換性であるべきことが意図されていると認識
されるべきである。数量的範囲又は限界が明白に記載される場合、そのような明白な範囲
又は限界は、明らかに記載される範囲又は限界内に含まれる同様の大きさの反復範囲又は
限界を含むと理解されるべきである（例えば約１～約１０は２、３、４などを含み；０．
１０より大きいは０．１１、０．１２、０．１３などを含む）。
【００１４】
　本開示のある態様は方法に関する。その方法は、メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤
及びスリップ剤と合わせて組成物を調製することを含む。合わせることは、メタロセン触
媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と配合することを含み得る。配合は、メタロセン
触媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と溶融配合することを含み得る。いくつかの態
様において、一軸もしくは二軸スクリュー押出機のような押出機における組成物の溶融押
出により、溶融配合を行うことができる。メタロセン触媒ポリプロピレン、核剤及びスリ
ップ剤をいずれの順序で合わせることもできる。例えば制限ではなく、核剤及びスリップ
剤を最初に合わせ、続いてメタロセン触媒ポリプロピレンと合わせることができる。メタ
ロセン触媒ポリプロピレンを最初に核剤と合わせ、続いてスリップ剤と合わせることがで
きる。メタロセン触媒ポリプロピレンを最初にスリップ剤と合わせ、続いて核剤と合わせ
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ることができる。また、メタロセン触媒ポリプロピレンを核剤及びスリップ剤と同時に合
わせることができる。
【００１５】
　方法は、組成物からキャストフィルムを作製することを含み得る。キャストフィルムの
作製は、組成物を溶融状態で１個もしくはそれより多いオリフィスを有するスロット又は
ダイを介して押出すことを含み得る。組成物を溶融プラークとしてスロット又はダイを介
して出し、チルローラー上に取り上げながら一軸延伸し、冷却してキャストフィルムを作
製することができる。チルローラーは水冷されているか、クロムメッキされているか、又
は両方であることができる。いくつかの態様において、エアナイフ又は真空ボックス（ｖ
ａｃｕｕｍ　ｂｏｘ）からの空気をチルローラー上で溶融ブラークと接触させ、溶融プラ
ークを冷却又はクエンチングすることができる。例えば１５０℃～３５０℃、１８０℃～
３５０℃、１６０℃～２７５℃、１７５℃～２２５℃、１９０℃～２８０℃、２００℃～
２５０℃又は２００℃～２１５℃の範囲の温度で溶融組成物の押出を行うことができる。
【００１６】
　いくつかの態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンは押出機に加えられる時にポ
リマーペレット又はフラフ（ｆｌｕｆｆ）の形態にある。いくつかの態様において、メタ
ロセン触媒ポリプロピレン、核剤及びスリップ剤は、キャストフィルムの押出が行われる
と同じ押出機において合される。
【００１７】
　いくつかの態様において、方法は１つより多い層を押出す複数の押出機の使用を含み、
１つより多い層を押出の後に一緒に接触させて多層フィルムを作製し、それらを集合的に
チルローラー上に取り上げ、そこでそれを冷却して多層キャストフィルムを作製すること
ができる。多層キャストフィルムの層の間に接着層又は接着剤を用いることができる。い
くつかの態様において、多層キャストフィルムの層の上に接着層又は接着剤を用いない。
【００１８】
　メタロセン触媒ポリプロピレンは、すべて組成物の合計重量に基づいて８０～９９．９
重量パーセント、８５～９８重量パーセント又は９０～９５重量パーセントの範囲の量で
組成物中に存在することができる。
【００１９】
　メタロセン触媒ポリプロピレンは、メタロセン触媒ポリプロピレンの合計重量に対して
、少なくとも５０重量パーセント、又は、少なくとも６０重量パーセント、又は、少なく
とも７０重量パーセント、又は、少なくとも７５重量パーセント、又は、少なくとも８０
重量パーセント、又は、少なくとも８５重量パーセント、又は、少なくとも９０重量パー
セント、又は、少なくとも９５重量パーセント、又は、少なくとも９９重量パーセント、
又は、１００重量パーセントのプロピレンを有することができる。
【００２０】
　メタロセン触媒ポリプロピレンはプロピレンホモポリマー、プロピレンランダムコポリ
マー又はプロピレン耐衝撃性コポリマーであることができる。いくつかの態様において、
メタロセン触媒ポリプロピレンは「ミニ－ランダム」ポリプロピレンであることができる
。ミニ－ランダムポリプロピレンは、約１．０重量パーセントより少ないコモノマーを有
する。
【００２１】
　いくつかの態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンはシンジオタクチックポリプ
ロピレン、アイソタクチックポリプロピレン又はアタクチックポリプロピレンである。本
明細書で用いられる場合、「アイソタクチックポリプロピレン」という用語は、すべての
置換基がポリマー鎖の同じ側上に位置するポリプロピレンを指す。本明細書で用いられる
場合、「シンジオタクチックポリプロピレン」という用語は、置換基がポリマー鎖に沿っ
て交互の位置を有するポリプロピレンを指す。本明細書で用いられる場合、「アタクチッ
クポリプロピレン」という用語は、置換基がポリマー鎖に沿った位置において無作為に分
布するポリプロピレンを指す。



(7) JP 6889706 B2 2021.6.18

10

20

【００２２】
　本明細書で用いられる場合、「メタロセン触媒ポリプロピレン」は、メタロセン触媒の
存在下で触媒されたポリプロピレンを指す。メタロセン触媒は、π結合を介して遷移金属
と配位している１個もしくはそれより多いシクロペンタジエニル（Ｃｐ）基が導入された
配位化合物として特徴付けられ得る。Ｃｐ基は置換されていることができるか又は置換さ
れていないことができる。置換されたＣｐ基の場合、各置換基は同じか又は異なることが
できる。Ｃｐ基上の置換基は直鎖状、分枝鎖状又は環状ヒドロカルビル基であることがで
きる。環状ヒドロカルビル基はさらにインデニル、アズレニル及びフルオレニル基を含む
がこれらに限られない他の連続環構造を形成することができる。これらの連続環構造はさ
らにＣ1～Ｃ20ヒドロカルビル基のようなヒドロカルビル基により置換されているか又は
置換されていないことができる。メタロセン触媒は、多くの場合に非担持又は均一触媒と
して用いられるが、それらを担持触媒成分において用いることもできる。メタロセン触媒
を助触媒又は活性化剤としてのアルミノキサン、例えばメチルアルミノキサン（ＭＡＯ）
と一緒に用いることができる。いくつかの態様において、Ｃｐ基はハフニウム、ランタノ
イドならびにＩＶＡ、ＶＡ及びＶＩＡ族の遷移金属から選ばれる金属に結合していること
ができる。
【００２３】
　Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１は、ある態様に従うメタロセン触媒ポリプ
ロピレンの１つの例である。Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１はメタロセン触
媒アイソタクチックプロピレンホモポリマーである。Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ
３６６１はＴｏｔａｌ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ　＆　Ｒｅｆｉｎｉｎｇ　ＵＳＡ
，Ｉｎｃから入手可能である。表１は、Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１のい
くつかの典型的な性質を挙げている。
【００２４】
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【表１】

【００２５】
　表１において、破断点引張強さ、破断点伸び、１％割線モジュラス、曇り度及び４５°
光沢度（ｇｌｏｓｓ　４５°）は２ミル（５０μｍ）の非配向フィルム上で決定された。
【００２６】
　態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンは、ＡＳＴＭ　Ｄ１５０５に従って決定
される０．８９５ｇ／ｃｃ～０．９２０ｇ／ｃｃ、０．９００ｇ／ｃｃ～０．９１５ｇ／
ｃｃ、０．９０５ｇ／ｃｃ～０．９１５ｇ／ｃｃ又は０．９ｇ／ｃｃの密度；示差走査熱
量計により決定される１４５℃～１７０℃、１５０℃～１６８℃、１６０℃～１６５℃又
は１５０℃の融点；ならびにＡＳＴＭ　Ｄ１２３８条件“Ｌ”（２．１６ｋｇ，２３０℃
）に従って決定される０．５ｇ／１０分～５０ｇ／１０分、又は、１．０ｇ／１０分～２
５ｇ／１０分、又は、１．５ｇ／１０分～１５．０ｇ／１０分、又は、１４ｇ／１０分の
メルトフローレートを有することができる。
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【００２７】
　核剤は、それぞれ組成物の合計重量に基づいて０．０５～１０重量パーセント、０．０
５～５重量パーセント、０．８～４重量パーセント又は１．０～３．５重量パーセント又
は０．０６重量パーセントの範囲の量で組成物中に存在することができる。
【００２８】
　核剤は、安息香酸ナトリウムを含むカルボン酸塩；タルク；シリカ；酸化亜鉛；ホスフ
ェート；金属性シリケート水和物；ジベンジリデンソルビトールの有機誘導体；ソルビト
ールアセタール；有機ホスフェート塩；あるいはそれらの組み合わせであることができる
。例えば制限ではないが、核剤はＡｍｆｉｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから商業的に入手可能
なＡＭＦＩＮＥ（登録商標）　Ｎａ－１１（登録商標）；あるいはＭｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌから商業的に入手可能なＨＹＰＥＲＦＯＲＭ（登録商標）　ＨＰＮ－６８
Ｌ；あるいはそれらの組み合わせであることができる。Ｎａ－１１は２，２’－メチレン
－ビス－（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウムであるか又はそれ
を含有する。ＨＹＰＥＲＦＯＲＭ（登録商標）　ＨＰＮ－６８Ｌは化学構造（Ｉ）：
【００２９】
【化１】

【００３０】
であるか又はそれを含有する。
【００３１】
　いくつかの態様において、核剤は２，２’－メチレン－ビス－（４，６－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェニル）リン酸ナトリウムである。いくつかの態様において、核剤は化学構造
（Ｉ）を有する。用いられ得る商業的に入手可能な核剤の他の例には：それぞれＭｉｌｌ
ｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能なＭｉｌｌａｄ（登録商標）　３９８８（１
，３：２，４－ビス（３，４－ジメチルベンジリデン）ソルビトール）、Ｍｉｌｌａｄ（
登録商標）　３９４０（１，３－２，４－ジ－（４－トリリデン）－Ｄ－ソルビトール）
、Ｍｉｌｌａｄ（登録商標）　３９０５（１，３－２，４－ジ－（ベンジリデン）－Ｄ－
ソルビトール）、Ｍｉｌｌａｄ（登録商標）　ＮＸ８０００及びＨＹＰＥＲＦＯＲＭ（登
録商標）　ＨＰＮ　２０ｅ（１，２－シクロヘキサンジカルボン酸カルシウム塩を含有す
る）；Ｃｉｂａ（登録商標）から商業的に入手可能なＩｒｇａｃｌｅａｒ（登録商標）　
ＸＴ　３８６（１，３，５－トリス－［２，２－ジメチルプロピオニルアミノ］ベンゼン
）；ならびにＡｍｆｉｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商業的に入手可能なホスフェート塩
であるＡＤＫ　ＮＡ－２１、ＡＤＫ　ＮＡ－２７及びＡＤＫ　ＮＡ－７１が含まれる。ス
リップ剤は、組成物の押出のような加工の間及び直後に表面潤滑を与える添加剤であるこ
とができる。スリップ剤は組成物の合計重量に基づいて０．０５～１０重量パーセント、
０．０５～５重量パーセント、０．１～３重量パーセント又は０．１～１．０重量パーセ
ント又は０．１７重量パーセントの範囲の量で組成物中に存在することができる。
【００３２】
　スリップ剤はアミドに基づくスリップ剤であることができる。いくつかの態様において
、スリップ剤はワックスである。スリップ剤はステアリン酸カルシウム又はステアリン酸
亜鉛のようなステアリン酸塩；エチレンビス－ステアラミド（ＥＢＳ）のようなステアラ
ミド；オレアミド；ベヘナミド；エルカミド；又はそれらの組み合わせを含むことができ
る。例えば制限ではないがスリップ剤はシス－１３－ドコセノアミドであることができる
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。
【００３３】
　ある態様において、方法はメタロセン触媒ポリプロピレン及びスリップ剤を含有する組
成物のキャストフィルムの摩擦係数（ＣＯＦ）を低下させることならびにキャストフィル
ム内のスリップ剤のスリップブルーム速度を向上させることを含む。ＣＯＦの低下及びス
リップブルーム速度の向上は、組成物に核剤を加えることにより実行され得る。μにより
記号化されることもあるＣＯＦは無次元のスカラー値である。ＣＯＦは２つの物体間の摩
擦力と２つの物体を互いに押し合う（ｐｒｅｓｓｉｎｇ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ）力の比であ
る。ＣＯＦを以下の式：ｆ＝μＦnにより表すことができ、式中ｆは摩擦力であり、μは
ＣＯＦであり、Ｆnは垂直抗力である。本明細書で用いられる場合、ＣＯＦはＡＳＴＭ　
Ｄ１８９４に従って測定される。例えばキャストフィルムのＣＯＦは、キャストフィルム
上に加えられる力に対するキャストフィルムの１つの層をキャストフィルムの別の隣接す
る層を横切って滑らせるのに必要な力であることができる。例えば制限ではなく、当該技
術分野における熟練者に既知の商業的に入手可能な機器、例えばＩＮＳＴＲＯＮ（登録商
標）から入手可能なＣｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉｏｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅ
，Ｍｏｄｅｌ　Ｎｏ．２８１０－００５を用い、ＡＳＴＭ　Ｄ１８９４に従ってＣＯＦを
測定することができる。本明細書で開示されるＣＯＦｓは複数のＣＯＦ測定の平均化によ
り決定される平均ＣＯＦｓであり得る。理論に縛られるものではないが、メタロセン触媒
ポリプロピレンにおけるスリップ剤と一緒の核剤の使用は、メタロセン触媒ポリプロピレ
ンにおけるスリップ剤のスリップブルーム速度を向上させ、且つスリップブルーム速度に
おける向上はＣＯＦを低下させると思われる。本明細書で用いられる場合、「スリップブ
ルーム速度」は、キャストフィルムの押出後のキャストフィルムの表面へのスリップ剤の
拡散の速度を指す。
【００３４】
　ある態様は、キャストフィルムに関する。いくつかの態様において、キャストフィルム
は本明細書に記載される方法により製造される。キャストフィルムは、本明細書に記載さ
れるメタロセン触媒ポリプロピレン、本明細書に記載されるスリップ剤及び本明細書に記
載される核剤を含む本明細書に記載される組成物を含む。
【００３５】
　ある態様において、キャストフィルムは、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、
他の点では同じキャストフィルムのＣＯＦより低いＣＯＦを示す。いくつかの態様におい
て、キャストフィルムは、キャストフィルム中に核剤が存在しないが、他の点では同じキ
ャストフィルムのＣＯＦより少なくとも９９％、９０％、８０％、７０％、６０％、５０
％、４０％、３０％、２０％又は１０％低いＣＯＦを示す。例えば他の点では同じキャス
トフィルムに関するＣＯＦが２．５であり、キャストフィルムに関するＣＯＦが他の点で
は同じキャストフィルムのＣＯＦより９９％低い場合、キャストフィルムのＣＯＦは０．
０２５であろう。
【００３６】
　いくつかの態様において、キャストフィルムのＣＯＦは１．００より低いか、０．９０
より低いか、０．８０より低いか、０．７０より低いか、０．６０より低いか、０．５０
より低いか、０．４０より低いか、又は０．３０より低い。
【００３７】
　いくつかの態様において、キャストフィルムのＣＯＦは少なくともキャストフィルムの
作製後のある時間に及んで低下する。例えばキャストフィルムの作製が完了する時間、す
なわちキャストフィルムの押出の時間としてｔ＝０を定義することができる。いくつかの
態様において、ｔ＞０の時、すなわちキャストフィルムの作製より後の時点に、キャスト
フィルムのＣＯＦはより低い。少なくともある時間（ａ　ｐｏｒｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｉｍ
ｅ）に及んで、キャストフィルムのＣＯＦはｔが増加するとともに低下し得る。例えば制
限ではなく、キャストフィルムの作製から１日後のキャストフィルムのＣＯＦは、キャス
トフィルムの作製が完了する時点におけるキャストフィルムのＣＯＦ（ＣＯＦinitial）
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より低いかも知れない。キャストフィルムの作製から２、３、４、５、６、７、８、９及
び１０日後におけるキャストフィルムのＣＯＦは、ＣＯＦinitialより低いかも知れない
。理論に縛られるものではないが、時間を経てのキャストフィルムのＣＯＦの低下は、ス
リップ剤がキャストフィルムの表面に移動し、時間を経てキャストフィルムの表面におけ
るスリップ剤の濃度を向上させる故であり得る。
【００３８】
　ある態様において、キャストフィルムは、メタロセン触媒ポリプロピレンがチーグラー
－ナッタ触媒ポリプロピレンで置き換えられているが、他の点では同じキャストフィルム
のＣＯＦと同じか又はそれより低いＣＯＦを示す。本明細書で用いられる場合、「チーグ
ラー－ナッタ触媒ポリプロピレン」は、チーグラー－ナッタ触媒の存在下で重合したポリ
プロピレンを指す。チーグラー－ナッタ触媒系は、金属成分、例えば触媒前駆体と１種も
しくはそれより多い追加の成分、例えば触媒担体、助触媒及び／又は１種もしくはそれよ
り多い電子供与体との組み合わせにより形成され得る。チーグラー－ナッタ触媒の例は式
（ＩＩ）：
　　　　　　　　　ＭＲA

x；（ＩＩ）
により示される金属成分を含む。
【００３９】
　式ＩＩにおいて、Ｍは遷移金属であり；ＲAはハロゲン、アルコキシ又はヒドロカルボ
キシル基であり；そしてｘは遷移金属の原子価である。例えばｘは１～４であることがで
きる。
【００４０】
　いくつかの態様において、キャストフィルムは本明細書に記載される方法により作製さ
れ得る多層キャストフィルムである。いくつかの態様において、多層キャストフィルムの
１つもしくはそれより多くの層は固体の基材、例えば紙又は板紙であることができる。
【００４１】
　本明細書に開示されるキャストフィルムから製品を製造することができる。製品には延
伸フィルム、健康衛生製品（例えばおむつ）、剥離ライナー、テープ、自立パウチ（ｓｔ
ａｎｄ－ｕｐ　ｐｏｕｃｈｅｓ）、収縮包装、強力バッグ及び運送袋、キャリアエンベロ
ープ（ｃａｒｒｉｅｒ　ｅｎｖｅｌｏｐｅｓ）、食品包装、ティッシュ及びタオル上包み
（ｏｖｅｒｗｒａｐｓ）、ペットフードバッグ、工業用フィルム（ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ
　ｆｉｌｍｓ）、クリングフィルム（ｃｌｉｎｇ　ｆｉｌｍｓ）、パーソナルケアフィル
ム（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃａｒｅ　ｆｉｌｍｓ）、高明澄度フィルム（ｈｉｇｈ　ｃｌａ
ｒｉｔｙ　ｆｉｌｍｓ）及びラベルが含まれ得るが、これらに限られない。
【００４２】
　いくつかの態様において、キャストフィルムはスリップ剤及び核剤以外の１種もしくは
それより多い添加剤を含有することができる。スリップ剤及び核剤以外の添加剤には炭酸
カルシウムのような充填剤；顔料；酸化防止剤；安定剤；腐食防止剤；ＵＶ安定剤；及び
粘着防止剤が含まれ得るが、これらに限られない。いくつかの態様において、スリップ剤
及び核剤以外の添加剤は、すべてキャストフィルム又は組成物の合計重量に基づいて０．
０１～５重量パーセント、０．０１～１重量パーセント又は０．１～０．５重量パーセン
トの範囲の量でキャストフィルム又は組成物中に存在することができる。いくつかの態様
において、キャストフィルムはスリップ剤及び核剤以外の添加剤を含有しない。
【実施例】
【００４３】
　開示を一般的に記載してきたが、以下の実施例は開示の特定の態様を示す。実施例は例
として示され、明細書又は請求項を制限することを意図していないと理解される。実施例
中で示されるすべての組成物のパーセンテージは重量による。
【００４４】
　メタロセン触媒ポリプロピレンにおいてスリップ剤と一緒に核生成を用いることが、核
生成の不在下における同じメタロセン触媒ポリプロピレンより低下したＣＯＦを有するキ
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ャストフィルムを与えるかどうかを決定するために試験を行った。
【００４５】
　アイソタクチックメタロセン触媒ポリプロピレンホモポリマー、Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登
録商標）　Ｍ３６６１を含有する３種の試料を調製した。試料Ａは対照標準試料であり、
Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１をスリップ剤としての０．１７重量パーセン
トのエルカミド（シス－１３－ドコセノアミド）と配合することにより調製された。試料
Ａは核剤を含有しなかった。配合の後、２ミルの試料Ａのキャストフィルムを作製した（
Ｍ３６６１対照標準）。
【００４６】
　試料ＢはＬｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１を０．１７重量パーセントのエル
カミド及び化学構造：
【００４７】
【化２】

【００４８】
を有する核剤としての０．０６重量パーセントのＨＹＰＥＲＦＯＲＭ（登録商標）　ＨＰ
Ｎ－６８Ｌと配合することにより調製された。
【００４９】
　配合の後、２ミルの試料Ｂのキャストフィルムを作製した（Ｍ３６６１／ＨＰＮ－６８
Ｌ）。
【００５０】
　試料ＣはＬｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１を０．１７重量パーセントのエル
カミド及び核剤としての０．０６重量パーセントのＮＡ－１１（登録商標）（２，２’－
メチレン－ビス－（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）リン酸ナトリウム）と配合
することにより調製された。配合の後、２ミルの試料Ｃのキャストフィルムを作製した（
Ｍ３６６１／ＮＡ－１１）。
【００５１】
　さらに、チーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレンを含有する３種の試料を調製した。用
いられたチーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレンは３５７５であり、それはＴｏｔａｌ　
Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ　＆　Ｒｅｆｉｎｉｎｇ　ＵＳＡ，Ｉｎｃから入手可能な
流動学制御ポリプロピレン樹脂（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｒｈｅｏｌｏｇｙ　ｐｏｌｙｐ
ｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｒｅｓｉｎ）であり、Ｌｕｍｉｃｅｎｅ（登録商標）　Ｍ３６６１の
メルトフローに適合させるために１４ｇ／１０分の目標メルトフロー（ｔａｒｇｅｔ　ｍ
ｅｌｔ　ｆｌｏｗ）を有した。
【００５２】
　試料Ｄは対照標準試料であり、３５７５をスリップ剤としての０．１７重量パーセント
のエルカミドと配合することにより調製された。試料Ｄは核剤を含有しなかった。配合の
後、２ミルの試料Ｄのキャストフィルムを作製した（３５７５対照標準）。
【００５３】
　試料Ｅは３５７５を０．１７重量パーセントのエルカミド及び核剤としての０．０６重
量パーセントのＨＹＰＥＲＦＯＲＭ（登録商標）　ＨＰＮ－６８Ｌと配合することにより
調製された。配合の後、２ミルの試料Ｅのキャストフィルムを作製した（３５７５／ＨＰ
Ｎ－６８Ｌ）。
【００５４】
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　試料Ｆは３５７５を０．１７重量パーセントのエルカミド及び核剤としての０．０６重
量パーセントのＮＡ－１１（登録商標）と配合することにより調製された。配合の後、２
ミルの試料Ｆのキャストフィルムを作製した（３５７５／ＮＡ－１１）。
【００５５】
　試料Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ及びＦから作製されるそれぞれの２ミルのキャストフィルムの
切片を平均ＣＯＦの測定のために採用した。各フィルム試料についての平均ＣＯＦを、Ｉ
ＮＳＴＲＯＮ（登録商標）から入手可能なＣｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉ
ｏｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅ，Ｍｏｄｅｌ　Ｎｏ．２８１０－００５及びＢＬＵＥＨＩＬＬ（登
録商標）ソフトウェアを用い、ＡＳＴＭ　Ｄ１８９４に従って６インチの距離に及んで測
定した。各フィルム試料の１つの切片をＣｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉｏ
ｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅの基板にテープ付けし、各フィルム試料の第２の切片をＣｏｅｆｆｉ
ｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉｏｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅのスレッドの下側に取り付けた。
フィルムの第２の切片を有するスレッドに、基板上のフィルムの第１の切片を６インチの
距離に及んで横切らせ、フィルムの第２の切片がフィルムの第１の切片を横切って滑るよ
うにした。Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉｏｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅ及びＢＬ
ＵＥＨＩＬＬ（登録商標）ソフトウェアは各フィルム試料に関して平均ＣＯＦを算出した
。少なくとも３回の実験のＣＯＦの標準偏差が平均値の１０％以内になるまで各試料に関
する試験を行った。図は、この実施例のために作製されたキャストフィルムのＣＯＦを時
間（日における）に対してプロットしているグラフである。図において、ｘ－軸上の「Ｇ
ｒｅｅｎ」は、キャストフィルムの作製の時間、ｔ＝０、すなわちキャストフィルムの押
出の時間である。試料Ａのキャストフィルム（Ｍ３６６１　対照標準）は最も高い初期Ｃ
ＯＦを有し、それはキャストフィルムの作製から３日後まで低下する。試料Ａ（Ｍ３６６
１　対照標準）のキャストフィルム作製から３日より後、ＣＯＦは上昇し始める。
【００５６】
　メタロセン触媒ポリプロピレン対照標準試料と反対に、試料Ｄ（３５７５　対照標準）
のキャストフィルムは作製時に実質的により低い初期ＣＯＦを有し、ＣＯＦはキャストフ
ィルムの作製から後の８日を通じて低下し続けた。かくしてチーグラー－ナッタ触媒ポリ
プロピレン及びスリップ剤を含有するキャストフィルムは、核剤なしでメタロセン触媒ポ
リプロピレン及びスリップ剤を含有するキャストフィルムより低いＣＯＦを示す。
【００５７】
　試料Ｂ（Ｍ３６６１／ＨＰＮ－６８Ｌ）及び試料Ｃ（Ｍ３６６１／ＮＡ－１１）のキャ
ストフィルムは両方とも試料Ａ（Ｍ３６６１　対照標準）のキャストフィルムのＣＯＦよ
り低い、及び試料Ｄ（３５７５　対照標準）のキャストフィルムのＣＯＦより低い初期Ｃ
ＯＦｓを示す。また、試料Ｂ（Ｍ３６６１／ＨＰＮ－６８Ｌ）及び試料Ｃ（Ｍ３６６１／
ＮＡ－１１）のキャストフィルムのＣＯＦｓは、キャストフィルムの作製から後の８日を
通じて低下し続けた。
【００５８】
　試料Ｅ（３５７５／ＨＰＮ－６８Ｌ）及び試料Ｆ（３５７５／ＮＡ－１１）のキャスト
フィルムは、両方とも試料Ｄ（３５７５　対照標準）のキャストフィルムのＣＯＦより低
い初期ＣＯＦｓを示した。また、試料Ｅ（３５７５／ＨＰＮ－６８Ｌ）及び試料Ｆ（３５
７５／ＮＡ－１１）のキャストフィルムのＣＯＦｓは、キャストフィルムの作製から後の
８日を通じて低下し続けた。かくしてチーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレン及びスリッ
プ剤を含有するキャストフィルム組成物への核剤の添加は、キャストフィルムにおけるＣ
ＯＦの低下を生じた。
【００５９】
　結果は、スリップ剤及びメタロセン触媒ポリプロピレンと組み合わせて核剤を含有する
キャストフィルムが、核剤を存在せず、他の点では同じキャストフィルムよりキャストフ
ィルムのＣＯＦを低下させることを示している。また結果は、スリップ剤及びメタロセン
触媒ポリプロピレンと組み合わせて核剤を含有するキャストフィルムが、核剤と一緒にか
又はそれなしでチーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレン及びスリップ剤を含有するキャス
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【００６０】
　かくしてこの実施例は、核剤の添加がチーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレン及びメタ
ロセン触媒ポリプロピレンの両方においてＣＯＦを低下させることを示す。しかしながら
、メタロセン触媒ポリプロピレンの場合の対照標準試料におけるＣＯＦに対する核生成試
料に関するＣＯＦの変化は、チーグラー－ナッタ触媒ポリプロピレンの場合の対照標試料
におけるＣＯＦに対する核生成試料に関するＣＯＦの変化より大きい。
【００６１】
　図から明らかな通り、スリップ剤及びメタロセン触媒ポリプロピレンと一緒に核生成を
用い、キャストフィルムのＣＯＦを低下させることができる。
【００６２】
　状況によって、本明細書における「開示」へのすべての言及は、いくつかの場合にはあ
る特定の態様のみを指し得る。他の場合、それは１つ又はそれより多くの、しかし必ずし
もすべてではない請求項において引用される主題を指し得る。前記は本開示の態様、変形
及び実施例に向けられるが、それらは本特許中の情報が利用可能な情報及び技術と組み合
わされた時に、当該技術分野における通常の熟練者が本開示を作り且つ利用できるように
するために含まれ、開示はこれらの特定の態様、変形及び実施例のみに制限されない。本
開示の他の及びさらなる態様、変形及び実施例はその基本的な範囲から逸脱することなく
考案され得、その範囲は続く請求項により決定される。

【図１】
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